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実り多かった 1 学期を終えて

校長 木村 俊二

７４日間におよぶ 1 学期も今日で終わり、いよいよ

明日から４２日間の夏休みが始まります。この 1 学期

は例年同様多くの学校行事がありましたが、お陰様で

無事終了することが出来ました。保護者や地域の皆様

をはじめご協力いただきました皆様にあらためて厚く

お礼申し上げます。

先日の土曜日（７／１６）に行われた保護者会で

は、学校の方から、この 1 学期を振り返るとともに夏

休み中の生活について、次の５点についてお話しいた

しました。

( 1 )大成功だった学校行事

1 年生の霧ヶ峰オリエンテーションは好天にも恵ま

れ、学級づくりや学年づくりを進める上で大変有意義な３日間でしたが、閉

園式で宿舎の方から「元気な挨拶と部屋の整理整頓はすばらしかった」との

お褒めの言葉もいただきました。

２年生の霧ヶ峰移動教室では、１日目の「うちわづくり」の体験学習、２日目の

「カレーライスづくりコンテスト」など、楽しい時間を過ごしました。また、３日目

に行ったハイキングでは、鷲ヶ峰の頂上に一人の落伍者もなく登り、全員で達成感を

味わいました。

３年生の修学旅行では、１日目の奈良公園を中心に班行動、２日目の京都市内の班

行動、そして３日目のタクシー班行動などを通じて「中学校生活で最も思い出に残る

学年行事」として３日間を終えることが出来ました。

また、運動会では３年生を中心に駒中生のパワーを全開させ、感動的な１日となり

ました。特に、１回目で成功させた男子の「肩上ピラミッド」、そして昨年をさらに

バージョンアップした女子全員によるダンス「荒城の月」の演技など、参観者から大

変高い評価をいただきました。また、３年生全員によ

る伝統の「応援」により、駒中生の学校を愛する気持

をアピールすることが出来ました。

（２）大健闘の部活動

３年生にとって最後の公式戦となった総合体育大会

では、小規模校にもかかわらず、各運動部とも近年で

は最高の成績を挙げることが出来ました。主な成績は、

以下の通りです。



○ソフトテニス部 男女共団体２位（男子は都大会出場）

○バドミントン部 女子団体２位（ブロック大会出場）

男女共にダブルス３位 女子個人３位

○バスケットボール部 男女共３位

○野球部 ３位

この夏休みには、水泳部、吹奏楽部の大会が行われます。ベストを尽くしてぜひ最

高の成績をあげてほしいものです。なお、7/30 ～ 8/2 に行われる部活合宿には、運

動部に所属している１・２年生全員が参加します。３年生にひきつづき秋の新人大会

での好成績を期待したいと思います。

（３）がんばった節電への協力

本校では、国や台東区の「15 ％節電対策」にもとづいてさまざまな取り組みを行

っています。特に、環境委員会からの「節電」をよびかけるポスターの掲示、校舎内

のエアコンの使用の際の「28 度設定の厳守」の徹底など、生徒の節電意識の向上を

図っています。終業式では、「私が行っている節電対策」を紹介しました。なお、別

に行われた「CO2 削減」の取り組みで、１年生が区内１位になりました。

（４）新たな学力向上の取り組み

本年度から学力向上の一環として、家庭での

学習の定着を図るために「駒中スタディ」の取

り組みを始めました。これは、毎週月曜日に学

年ごとに「家庭学習の課題（宿題）」を伝え、

木曜日に提出を義務づけるというものです。そ

して、その成果を「まとめテスト」などで検証

し、成績に加味します。現在までのところほと

んどの生徒が期限内に提出しています。

また、本年度から全学年が中間・期末試験１週間前の放課後に「補充教室」を行う

とともに、試験期間中も給食を実施し、学年ごとに午後からの１時間程度の「試験対

策」のための学習を行っています。特に、１年生にとっては試験前の学習の仕方を身

に付ける上で効果がありました。今後も見直しを行いながら、学力向上に向けてとり

くんでまいります。

（５）事故のない安全な毎日を送るために（詳細はプリントを配布します）。

１学期中は大きな事故や他校生とのトラブルもなく、全体としては大変落ち着いた

学校生活を送ることが出来ました。夏休み中の生活では特に、次の点に注意して下さ

い。

○遠出・外泊・アルバイトや中学生としてふさわしくない頭髪の加工や服装などは絶

対させないで下さい。

○中学生としてふさわしくない場所（盛り場・カラオケ・ゲームセンター等）への出

入りは許可しないで下さい。午後６時以降は、補導の対象になります。

○水泳教室や補充学習、学校登校日、部活動には、特別の用事がない場合はできるだ

け参加させるようにして下さい。

○自転車による事故が急増しているので、交通規則を守って運転するように指導して

下さい。


